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対象学科 学年 必・選 履修・学修 単位数 授業形態 授業期間 
生物資源工学コース ２年 選択 学修 ２ 講義 半期 

目 標 
１．タンパク質の構造、機能、解析手法を理解する。 
２．タンパク質資源の特徴を理解する。 
３．タンパク質資源の利用方法を理解する。 

1 2 3 4 JABEE プログラム名称 生物資源工学 
学 士 目 標 

 ○ ◎  JABEEプログラム教育目標 A-1, A-2, A-3, B-1, B-2, C-1, 
C-2 

授 業 概 要、 
方  針、 

履修上の注意 

タンパク質の構造、機能、利用法について、課題を設定し、個人、グループでの調査、

考察、討議を行い、まとめ及び資料の作成と発表を行うことで、タンパク質の資源と

しての利用法を習得する（ＰＢＬ形式）。毎回ノートパソコンを持参すること。 

評 価 方 法 
定期試験の得点を５０％、提出 ppt 資料およびプレゼンテーションを５０％の割合で

評価し、１００点満点の６０点以上を合格とする。 
教科書・教材 教員自作プリント、パワーポイントによるプレゼンテーション資料 

参 考 図 書 
タンパク質・アミノ酸の科学（工業調査会）、生物資源とその利用 第 3 版（三共出版）、（他にも参考

図書を探す場合のキーワード：タンパク質資源、タンパク質の利用） 
授  業  計  画 

授  業  項  目 時

間 授  業  内  容 

1. タンパク質資源利用学概論 2 本科目の概要を理解し、到達目標を把握する。 
2. タンパク質に関する演習Ⅰ 2 問題を解くことでタンパク質に関し理解を深める。 
3. タンパク質に関する演習Ⅱ 2 問題を解くことでタンパク質に関し理解を深める。 
4. アミノ酸、ペプチドの利用Ⅰ 2 アミノ酸、ペプチドの利用について学ぶ。 
5. アミノ酸、ペプチドの利用Ⅱ 2 課題の文献調査を行い、その内容を理解する。 
6. アミノ酸、ペプチドの利用Ⅲ 2 理解した内容をもとに発表資料を作成する。 
7. アミノ酸、ペプチドの利用Ⅳ 2 作成した資料をもとに発表し、全体で討議する。 
8. 大豆タンパク質の利用Ⅰ 2 大豆タンパク質の利用について学ぶ。 
9. 大豆タンパク質の利用Ⅱ 2 課題の文献調査を行い、その内容を理解する。 
10. 大豆タンパク質の利用Ⅲ 2 理解した内容をもとに発表資料を作成する。 
11. 大豆タンパク質の利用Ⅳ 2 作成した資料をもとに発表し、全体で討議する。 
12. 絹タンパク質の利用Ⅰ 2 絹タンパク質の利用について学ぶ。 
13. 絹タンパク質の利用Ⅱ 2 課題の文献調査を行い、その内容を理解する。 
14. 絹タンパク質の利用Ⅲ 2 理解した内容をもとに発表資料を作成する。 
15. 絹タンパク質の利用Ⅳ 2 作成した資料をもとに発表し、全体で討議する。 
前期末試験 [1]  

学習時間合計 30 実時間 25 
学修単位における自学自習時間の保証（レポート頻度など） 
７、１１、１５回の講義において ppt 資料提出を課す。 

 


